
平成２７年（２０１５年）４月２６日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
　

本
補
正
予
算
は
、
国
の
平
成　

年
２６

度
補
正
予
算
に
よ
り
地
域
活
性
化
・

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
地
域

消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の
事
業
と

し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
補

助
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
の
活
性

化
を
促
す
地
方
創
生
先
行
型
の
事
業

と
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の

創
生
に
向
け
た
地
方
版
総
合
戦
略
を

策
定
す
る
ほ
か
、
こ
れ
に
関
す
る
５

つ
の
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
交
付
対
象
事
業
と

し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
少
子
高
齢
化

対
策
や
観
光
振
興
な
ど
に
沿
っ
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
す

る
介
護
予
防
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
増
員
す
る

ほ
か
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
た
め

の
経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
千
９
百　

万
９
千

７９

円
増
額
し
、
総
額
を
６
百　

億
４
千

１６

４
百　

万
５
千
円
と
し
ま
す
。

３９

　

財
源
構
成
と
し
て
、
国
及
び
都
支

出
金
を
増
額
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
補
正
に
か
か
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
年
度
内

の
完
了
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

繰
越
明
許
費
を
設
定
し
ま
す
。

 　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
及
び
介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保

介
護
保
険
条
例

介
護
保
険
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

険
料
に
関
す
る
規
定
を
改
正
す
る
と

と
も
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
の
実
施
時
期
に
か
か
る

経
過
措
置
に
関
す
る
規
定
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
の
第
１
点
目
は
、
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
、
基
準
月
額
を
現

行
の
４
千
７
百
円
か
ら
４
百
円
引
き

上
げ
て
５
千
百
円
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
所
得
段
階
の
保
険
料
率
を
改

定
す
る
も
の
で
す
。
所
得
段
階
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
一
部
の
段
階
で
調
整
を
行

う
ほ
か
は
、
現
行
の
区
分
を
継
承
し

ま
す
。
な
お
、
新
た
な
第
１
段
階
に

該
当
す
る
第
１
号
被
保
険
者
に
か
か

る
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
公
費
に

よ
る
軽
減
後
の
保
険
料
率
と
す
る
規

定
を
追
加
し
ま
す
。

　

第
２
点
目
は
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
時
期
に

つ
い
て
、
介
護
予
防
及
び
日
常
生
活

支
援
の
体
制
整
備
の
必
要
性
等
に
鑑

み
、
そ
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、

２
年
間
の
猶
予
期
間
を
設
け
、
平
成

　

年
４
月
１
日
ま
で
の
期
間
の
範
囲

２９内
で
、
可
能
な
限
り
早
期
に
実
施
す

る
旨
を
附
則
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
平
成　

年
４
月
１
日

２７

で
す
が
、
第
１
点
目
の
う
ち
、
新
た

な
第
１
段
階
に
該
当
す
る
第
１
号
被

保
険
者
に
か
か
る
保
険
料
率
を
公
費

に
よ
る
軽
減
後
の
保
険
料
率
と
す
る

規
定
の
追
加
に
つ
い
て
は
、
規
則
で

定
め
る
日
と
な
り
ま
す
。

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
を
次
の
と
お
り
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

長
谷
川
正
孝
氏

　

日
髙　

洋
子
氏

人
権
擁
護
委
員
候
補

人
権
擁
護
委
員
候
補
者者

の
推
の
推
薦薦

　代表質問とは、市政全般につい
て各会派の代表者が行う質問をい
います。
　本市議会では、年に１回、３月
定例会５日目に行っています。質
問時間は会派の所属議員数に応じ
て決まっており、市長または教育
長が答弁します。
　今回は、６会派から２１件の質問
があり、紙面には１会派２件まで
その答弁の要旨を掲載しました。

代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質代表質問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

そ
の
他
の

主
な
議
案

議
員　

①
予
算
編
成
の
施
政
方
針
で

一
番
訴
え
た
か
っ
た
こ
と
は
。
ま
た
、

今
予
算
の
一
番
の
目
玉
は
何
か
。

　

②
教
育
委
員
会
制
度
の
改
正
等
が

あ
る
が
、
教
育
に
対
す
る
考
え
方
は
。

市
長　

①
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
参
加

と
協
働
を
推
進
し
、
将
来
へ
向
け
て

の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
予
算
の
目
玉
と
な
る
事
業
は
、

待
機
児
童
解
消
策
と
し
て
認
可
保
育

園
４
園
の
開
設
等
を
予
定
し
て
い
る

ほ
か
、
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
避
難

所
へ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置

や
防
災
行
政
無
線
の
整
備
等
を
行
う
。

ま
た
、
小
・
中
学
生
の
広
島
平
和
学

習
へ
の
参
加
者
の
拡
大
等
を
行
う
。　

　

②
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継
続

性
等
を
保
ち
つ
つ
、
総
合
教
育
会
議

の
開
催
等
に
よ
り
教
育
委
員
会
と
の

密
接
な
意
思
疎
通
、
連
携
の
強
化
を

図
り
、
教
育
に
お
け
る
課
題
や
今
後

の
方
向
性
等
に
共
通
の
認
識
を
持
ち
、

教
育
行
政
の
発
展
等
に
努
め
て
い
く
。

 
議
員　

児
童
・
生
徒
数
の
増
加
が
大

き
い
学
校
で
は
、
学
校
施
設
の
不
足

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

平
成

年
度
一
般
会

平
成　

年
度
一
般
会
計計

２６２６

補
正
予
算
（
第
６
号

補
正
予
算
（
第
６
号
））

等
の
状
況
が
あ
る
。
学
校
間
の
施
設

格
差
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
与

え
る
影
響
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

各
学
校
で
は
、
教
育
活
動

に
影
響
が
な
い
よ
う
に
、
施
設
の
状

況
も
考
慮
に
入
れ
教
育
課
題
に
応
じ

た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
現
場
で

の
工
夫
に
も
限
度
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

人
口
予
測
等
を
見
据
え
、
不
足
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
施
設
の
増
築

等
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

安
全
・
安
心
で
、
い
き
い
き
と
し
た

ま
ち
に
つ
い
て　

外
６
件

議
員　

①
地
域
連
絡
会
の
成
果
物
を

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
。

　

②
発
達
障
害
児
に
対
す
る
教
育
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

　

③
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
と
あ
る
が
全
体
の
床
面
積
の
削
減

も
含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

①
成
果
と
し
て
、
見
守
り
や

交
通
安
全
教
室
等
の
連
携
が
始
ま
っ

て
い
る
。
小
さ
な
成
果
だ
が
、
地
域

に
お
け
る
真
の
連
携
や
協
力
体
制
は
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
広
が
り
の
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
地
域
の
意
向
を
見
き
わ
め
な
が

ら
、
具
体
の
組
織
化
や
補
助
制
度
等

を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長　

②
特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
配
置
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
通
級
指

導
学
級
の
教
員
が
、
特
別
支
援
学
級

を
設
置
し
て
い
な
い
学
校
に
出
向
き
、

児
童
へ
の
指
導
や
担
任
へ
の
指
導
方

法
等
に
対
す
る
助
言
を
行
い
、
指
導

の
効
果
を
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
特

別
支
援
学
級
の
知
的
障
害
学
級
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
情
報
端
末
を
導
入
し
、
学

習
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
長　

③
平
成　

年
度
に
策
定
を
予

２７

定
し
て
い
る
仮
称
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
本
方
針
の
中
で
、
施
設
の

適
正
な
配
置
、
規
模
、
保
有
量
等
の

大
き
な
方
向
性
を
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

超
高
齢
社
会
の
中
で
市
長
が

目
指
す
小
平
の
ま
ち
の
姿
と
今
後
の

財
政
運
営
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

一
人
で
も
多
く
の
人
に
地
域

の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
い
、
小
平

に
住
む
こ
と
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
。
引
き
続

き
、
参
加
、
協
働
を
通
じ
て
、
市
民

自
治
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
債
務
の
抑
制
に
努
め
、
財
政

規
律
を
守
り
な
が
ら
、
選
択
と
集
中

に
よ
り
、
必
要
か
つ
効
果
的
な
施
策

に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
議
員　

自
治
、
分
権
に
対
す
る
考
え

方
と
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

地
方
分
権
改
革
に
よ
り
、
法

的
な
自
主
自
立
性
の
拡
大
は
一
定
程

度
、
進
展
し
た
が
、
住
民
自
治
の
拡

充
や
財
政
面
で
の
自
主
自
立
性
は
、

課
題
が
残
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

市
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
だ

け
で
な
く
、
参
加
、
協
働
す
る
担
い

手
と
し
て
、
自
主
的
、
主
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

自
治
、
分
権
を
確
か
な
も
の
に

議
員　

国
の
景
気
は
緩
や
か
な
回
復

基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
暮
ら
し
向
き
が
悪
く
な
っ
た
と

感
じ
る
市
民
も
多
い
。
市
の
認
識
は
。

市
長　

物
価
の
上
昇
に
対
し
、
給
与

や
賃
金
が
伸
び
て
い
な
い
状
況
が
見

ら
れ
る
。ま
た
、個
人
市
民
税
で
は
、

納
税
義
務
者
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、

平
均
総
所
得
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

景
気
の
回
復
は
必
ず
し
も
市
民
の
暮

ら
し
に
く
ま
な
く
浸
透
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
る
。

 
議
員　

①
市
民
の
暮
ら
し
の
困
難
に

対
し
、
市
が
対
応
す
べ
き
施
策
は
。

　

②
太
陽
光
発
電
日
本
一
の
ま
ち
を

推
進
す
る
た
め
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
モ
ニ
タ
ー
助
成
制
度
の
拡
充
は
。

市
長　

①
生
活
困
窮
者
へ
の
新
た
な

支
援
で
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

を
開
始
す
る
。
ま
た
、
必
要
な
人
に

必
要
な
保
護
を
実
施
す
る
よ
う
適
正

な
生
活
保
護
の
執
行
に
努
め
て
い
く
。

　

②
平
成　

年
度
は
、
助
成
対
象
に

２７

新
た
に
事
業
者
を
加
え
る
と
と
も
に
、

一
般
の
戸
建
住
宅
の
助
成
額
の
上
限

額
を
増
額
し
、
太
陽
光
発
電
の
さ
ら

な
る
普
及
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

平
成　

年
度
（
２
０
１
５
年
度
）
予
算

２７

の
重
点
施
策
に
つ
い
て

議
員　

①
人
口
減
少
社
会
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　

②
国
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
対
応
し
た
事
業
展
開

に
つ
い
て
の
検
討
は
。

　

③
男
女
共
同
参
画
の
意
識
啓
発
と

情
報
提
供
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

①
長
期
的
に
は
、
人
口
減
少

に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

る
経
済
活
力
へ
の
影
響
や
、
基
礎
自

治
体
と
し
て
の
行
政
需
要
が
ふ
え
る

こ
と
で
、
経
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
。
市
と
し
て
は
、
将
来
に
向
け
て

の
活
力
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

②
国
の
総
合
戦
略
等
を
考
慮
す
る

と
と
も
に
、
平
成　

年
度
中
に
策
定

２７

す
る
地
方
版
総
合
戦
略
等
に
基
づ
い

た
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　

③
学
習
機
会
の
提
供
、
相
談
、
交

流
事
業
の
ほ
か
、
労
働
・
産
業
部
門

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

国
の
施
策
が
市
政
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て　

外
２
件

議
員　

①
国
が
掲
げ
て
い
る
す
べ
て

の
女
性
が
輝
く
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

中
の
「
働
く
」
と
い
う
施
策
を
踏
ま

え
た
市
の
役
割
は
何
か
。

　

②
市
の
取
り
組
み
を
具
体
的
に
示

し
、
予
算
化
し
て
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
だ
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
国
の
政
策
で
は
女
性
が
置

か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ
て
、

き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
と
し
て
お

り
、
市
は
こ
の
方
向
性
に
沿
い
、
意

識
啓
発
や
学
習
機
会
を
提
供
し
な
が

ら
、
保
育
施
策
や
労
働
・
産
業
部
門
、

教
育
部
門
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　

②
平
成　

年
度
か
ら
男
女
共
同
参

２７

画
推
進
計
画
の
改
定
の
着
手
と
あ
わ

せ
て
、
庁
内
に
男
女
共
同
参
画
推
進

本
部
を
設
置
す
る
。

 
議
員　

①
健
康
増
進
計
画
は
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
取
り
組
む
の
か
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
健
幸
都
市
を
実
現
す
べ
き

　

②
デ
ー
タ
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り

の
実
施
に
向
け
た
具
体
案
は
。

市
長　

①
す
べ
て
の
人
が
健
康
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
健

康
づ
く
り
の
推
進
を
想
定
し
て
い
る

が
、
計
画
策
定
の
中
で
さ
ら
に
具
体

的
な
方
向
を
検
討
し
て
い
く
。

　

②
平
成　

年
度
末
を
め
ど
に
デ
ー

２６

タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
、
糖
尿
病

重
症
化
予
防
事
業
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
利
用
差
額
通
知
の
対
象
者
を

ふ
や
す
取
り
組
み
な
ど
、
被
保
険
者

の
健
康
保
持
増
進
に
努
め
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

小
平
市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
充
実
し
た
教
育
環
境
を

平

成　

年

度

予

算

と

２７

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

女
性
が
元
気
に
活
躍
す
る
社
会
を

進
め
る
具
体
的
な
施
策
を

市
民
の
暮
ら
し
の
現
状
と
経
済

状
況
へ
の
認
識
に
つ
い
て

平
成　

年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
示
さ

２７

れ
た
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

超
高
齢
社
会
の
中
で
市
民
が
暮
ら
し
の

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
小
平
に

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
き

合
う
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

常
松
大
介
議
員
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